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(54)【発明の名称】 液晶表示装置、液晶表示装置制御方法、及び携帯端末

(57)【要約】
【課題】液晶パネルの周囲温度に応じて消費電力を削減
すること。
【解決手段】  行方向と列方向に配置された複数の画素
電極１１０を持つ液晶パネル１０１に対して、ゲートド
ライバ１０２とソースドライバ１０３を設ける。映像信
号処理回路１０４は映像信号をソースドライバに出力す
る。制御信号発生回路１０５はゲートドライバ１０２、
ソースドライバ１０３の駆動制御信号１２０、１２１を
発生すると共に、制御信号発生回路１０５は周囲温度検
出回路１０５の検出する液晶パネル１０１の温度情報１
２５をもとに、ソースドライバ１０３への出力停止信号
１２２を出力する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶パネルの行方向に配置された複数の
信号線と、
前記液晶パネルの列方向に配置された複数の走査線と、
前記信号線と前記走査線との交点にマトリクス状に配置
された複数の画素電極と、
前記画素電極に対応して形成されており、前記走査線か
らの走査信号に基づいて前記画素電極と前記信号線との
スイッチングを行う複数のスイッチング素子と、
前記走査線に前記走査信号を印加することによって前記
走査線に対応する前記画素電極に対応して形成されてい
る前記スイッチング素子のスイッチング動作を制御する
ゲートドライバと、
前記信号線に画素信号を印加し、前記画素信号の出力を
オンオフすることが可能なソースドライバと、
周囲温度を検出する温度検出手段と、
検出された前記周囲温度に基づいて前記ソースドライバ
が前記画素信号を印加する時間を制御する制御手段とを
備え、
前記ソースドライバは、前記制御手段の制御に従って、
前記画素信号の出力をオンオフさせる液晶表示装置。
【請求項２】  前記制御手段は、前記周囲温度が高いほ
ど前記画素信号を印加する時間が長くなるように制御す
る請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】  前記制御手段は、線形計算により前記制
御を行う請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項４】  前記制御手段は、前記制御を前記周囲温
度に前記画素信号を印加する時間を対応させたテーブル
を用いて前記制御を行う請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項５】  液晶パネルの行方向に配置された複数の
信号線と、
前記液晶パネルの列方向に配置された複数の走査線と、
前記信号線と前記走査線との交点にマトリクス状に配置
された複数の画素電極と、
前記画素電極に対応して形成されており、前記走査線か
らの走査信号に基づいて前記画素電極と前記信号線との
スイッチングを行う複数のスイッチング素子と、
前記走査線に前記走査信号を印加することによって前記
走査線に対応する前記画素電極に対応して形成されてい
る前記スイッチング素子のスイッチング動作を制御する
ゲートドライバと、
前記信号線に画素信号を印加し、前記画素信号の出力を
オンオフすることが可能なソースドライバとを備えた液
晶表示装置を制御する液晶表示装置制御方法であって、
周囲温度を検出するステップと、
検出された前記周囲温度に基づいて前記ソースドライバ
が前記画素信号を印加する時間を制御するステップと、
前記ソースドライバが、前記制御に従って、前記画素信
号の出力をオンオフさせるステップとを備えた液晶表示
装置制御方法。
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【請求項６】  通信を行う通信手段と、
前記通信の内容及び／または前記通信を行うための操作
画面を表示する表示手段とを備え、
前記表示手段に請求項１記載の液晶表示装置が用いられ
ている携帯端末。
【請求項７】  請求項１記載の液晶表示装置の、周囲温
度を検出する温度検出手段と、
検出された前記周囲温度に基づいて前記ソースドライバ
が前記画素信号を印加する時間を制御する制御手段との
全部または一部としてコンピュータを機能させるための
プログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶パネルの消費
電力を低減する液晶表示装置、液晶表示装置制御方法、
携帯端末、及びプログラムに関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、カラーの動画像等を表示する携帯
端末用の表示装置として、高視野角化と高精細化による
画質の向上及び応答速度の短縮を実現するために、アク
ティブマトリックス型の液晶表示装置が用いられてい
る。
【０００３】図２は、従来のアクティブマトリックス型
の液晶表示装置の構成図である。この図を用いて従来の
液晶表示装置の構成と動作について説明する。
【０００４】液晶パネル１はアクティブマトリックス型
の液晶パネルであり、画素電極１０、走査信号線１１、
データ信号線１２、スイッチング素子１３、対向電極１
４を有している。
【０００５】画素電極１０は行方向と列方向に対してマ
トリックス状に配置された電極である。走査信号線１１
は同一行方向の画素を選択する走査信号線であり、液晶
パネルの列方向に沿ってｐ本設けられているとする。デ
ータ信号線１２は同一列方向の画素に表示データに応じ
た印加電圧を伝達するデータ信号線であり、液晶パネル
の行方向に沿ってｑ本設けられているとする。スイッチ
ング素子１３は走査信号によりデータ信号線のデータを
液晶セルの画素に伝えるスイッチング素子で、例えばＴ
ＦＴで構成される。対向電極１４は各液晶セルの共通電
圧を供給するための電極である。
【０００６】ゲートドライバ２は液晶パネル１内の走査
信号線１１に走査信号を印加する回路である。ソースド
ライバ３は液晶パネル１内のデータ信号線１２に表示デ
ータに応じた印加電圧を生成し、この電圧を画素信号と
して出力する回路である。映像信号処理回路４は外部か
ら映像信号を入力し、ソースドライバ３に対して表示デ
ータを出力する回路である。制御信号発生回路５はゲー
トドライバ２、ソースドライバ３、及び映像信号処理回
路４に制御信号を出力する回路である。
【０００７】次に液晶パネル１に画像を表示する動作に
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ついて説明する。
【０００８】制御信号発生回路５はゲート駆動制御信号
によりゲートドライバ２を制御して、液晶パネル１の任
意の行の走査信号線１１に走査信号を印加する。すると
その行のスイッチング素子１３はオン状態となり、各列
のデータ線１２と画素電極１０とが導通する。映像信号
処理回路４は、走査信号を供給している行の各列の画素
に与えるデータを、予めソースドライバ３に供給してお
く。そしてソースドライバ３はスイッチング素子１３が
オン状態となっている間に表示データを各画素電極１０
の印加電圧に変換して出力する。そして制御信号発生回
路５は、例えば液晶パネル１の最上行（ｉ＝１）から最
下行（ｉ＝ｐ）にかけて順次走査を行うことで、全画面
に情報を表示する。
【０００９】ゲートドライバ２の内部構成例を図３に示
す。本図に示すようにゲートドライバ２はシフトレジス
タ回路２０、出力回路２１を有している。シフトレジス
タ回路２０は、各行の走査信号線１１を順次オンするた
めの記憶回路である。出力回路２１は、シフトレジスタ
回路２０に記憶されている状態に応じて各行の走査信号
線１１に出力する電圧を、スイッチング素子１３がオン
状態になる電圧ＶＯＮとスイッチング素子１３がオフ状
態になる電圧ＶＯＦＦとを選択して出力する回路であ
る。
【００１０】次に、ソースドライバ３の内部構成例を図
４に示す。本図に示すようにソースドライバ３はシフト
レジスタ回路３０、ラッチ回路３１、ＤＡ変換回路３２
を有している。シフトレジスタ回路３０は、各列の画素
電極１０への表示データを画素列の数だけ入力し、順次
シフトして記憶する回路である。ラッチ回路３１は、走
査信号線１１に走査信号が印加されてスイッチング素子
１３がオン状態の間、各列の画素電極１０への表示デー
タを記憶しておく回路である。ＤＡ変換回路３２は、ラ
ッチ回路３１に記憶されている各列の画素への表示デー
タを印加電圧に変換して画素電極１０に出力する回路で
ある。また、信号処理回路４から与えられる表示データ
はｎビットであり、シフトレジスタ回路２０とラッチ回
路２１はｎビットのデータを記憶する。
【００１１】シフトレジスタ３０は制御信号に含まれる
スタート信号及びクロック信号を用いて走査行の各画素
への表示データを順次記憶する。次にラッチ回路３１は
制御信号に含まれるロード信号により、シフトレジスタ
３０に記憶している表示データをラッチし、ＤＡ変換回
路３２に出力する。その間、シフトレジスタ３０は次の
走査行の表示データを順次記憶する。ＤＡ変換回路３２
は、各列の画素電極１０へのｎビットの表示データを、
液晶セルの特性に応じたアナログ電圧に変換して、各ス
イッチング素子１３の制御入力端に与える。
【００１２】この液晶表示装置において、各行のスイッ
チング素子１３をオンさせソースドライバ３がデータ線
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１２に電圧を印加する一走査期間は、液晶表示パネル１
の走査信号線数ｐと、次の画像への更新周期から決ま
る。この各行の走査信号線１１の走査期間が、スイッチ
ング素子１３のオン特性と画素電極１０の充電特性から
決まる液晶セルの必要最低時間に対して長いときは、デ
ータ線１２への電圧印加の途中でソースドライバ３の出
力を止めることにより、ソースドライバの消費電力を削
減することができる。
【００１３】このような制御は、例えば、信号発生回路
５からの出力停止制御信号により、ＤＡ変換回路３２の
内部の動作を停止させることで行っている。
【００１４】図５に従来の液晶表示装置のタイミング図
を示す。図で、Ｘｉ（ｉ＝１，２，３，・・・，ｐ）は
ゲートドライバ２の出力信号、Ｙｊ（ｊ＝１，２，３，
・・・，ｑ）はソースドライバ３の出力信号を示す。Ｖ
ｇｏｎはスイッチング素子１３がオンする走査線１１の
電圧、Ｖｇｏｆｆはスイッチング素子１３が完全にオフ
する走査線１１の電圧、Ｖｉｊ（ｉ＝１，２，３，・・
・，ｐ，ｊ＝１，２，３，・・・，ｑ）はゲートドライ
バ２が走査信号線Ｘｉを走査しているときにソースドラ
イバ３がデータ信号線１２に印加する電圧を示す。ＴＶ
は液晶表示装置が全画面を順次走査するのに要する時
間、ＴＨは一本の走査信号線を走査する時間、Ｔｏｎは
ソースドライバ３がデータ信号線１２に出力電圧を印加
している時間、Ｔｏｆｆは一走査時間内のソースドライ
バ３がデータ信号線１２への出力電圧を停止している時
間である。
【００１５】ここで、各々の液晶表示装置の用途によ
り、全画面走査時間ＴＶが決まり、走査信号線の数から
一走査信号線走査時間ＴＨが決まる。また、液晶セルの
特性により、ソースドライバ出力電圧印加時間Ｔｏｎと
出力電圧停止時間Ｔｏｆｆが決まる。
【００１６】
【発明が解決しようとする課題】アクティブマトリック
ス型の液晶表示装置では、ソースドライバの消費電力が
液晶表示装置の数分の１から２分の１程度を占め、携帯
端末用途を想定した場合、端末の使用時間を増やすため
には、ソースドライバの消費電力を削減する必要があ
る。
【００１７】液晶分子には、温度によって液晶分子のス
イッチングしきい値が変化するという特性があり、デー
タ線１２への電圧印加期間は、常温に比べて、低温域で
は長く必要であり、高温域では短くすることができる。
【００１８】しかしながら、従来の液晶表示装置では、
ソースドライバ３のデータ線１２への出力印加期間は、
液晶表示装置の使用温度範囲に関わらず、常に一定であ
り、消費電力に無駄を生じていた。
【００１９】本発明はこのような課題に鑑みなされたも
のであり、液晶パネルの周囲温度に応じて列方向駆動回
路の印加電圧出力期間を動的に可変させることにより、
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消費電力を削減できる液晶表示装置、液晶表示装置制御
方法、携帯端末、及びプログラムを提供することを目的
とするものである。
【００２０】
【発明を解決するための手段】上述した課題を解決する
ために、第１の本発明（請求項１に対応）は、液晶パネ
ルの行方向に配置された複数の信号線と、前記液晶パネ
ルの列方向に配置された複数の走査線と、前記信号線と
前記走査線との交点にマトリクス状に配置された複数の
画素電極と、前記画素電極に対応して形成されており、
前記走査線からの走査信号に基づいて前記画素電極と前
記信号線とのスイッチングを行う複数のスイッチング素
子と、前記走査線に前記走査信号を印加することによっ
て前記走査線に対応する前記画素電極に対応して形成さ
れている前記スイッチング素子のスイッチング動作を制
御するゲートドライバと、前記信号線に画素信号を印加
し、前記画素信号の出力をオンオフすることが可能なソ
ースドライバと、周囲温度を検出する温度検出手段と、
検出された前記周囲温度に基づいて前記ソースドライバ
が前記画素信号を印加する時間を制御する制御手段とを
備え、前記ソースドライバは、前記制御手段の制御に従
って、前記画素信号の出力をオンオフさせる液晶表示装
置である。
【００２１】また、第２の本発明（請求項２に対応）
は、前記制御手段は、前記周囲温度が高いほど前記画素
信号を印加する時間が長くなるように制御する第１の本
発明に記載の液晶表示装置である。
【００２２】また、第３の本発明（請求項３に対応）
は、前記制御手段は、線形計算により前記制御を行う第
２の本発明に記載の液晶表示装置である。
【００２３】また、第４の本発明（請求項４に対応）
は、前記制御手段は、前記制御を前記周囲温度に前記画
素信号を印加する時間を対応させたテーブルを用いて前
記制御を行う第２の本発明に記載の液晶表示装置であ
る。
【００２４】また、第５の本発明（請求項５に対応）
は、液晶パネルの行方向に配置された複数の信号線と、
前記液晶パネルの列方向に配置された複数の走査線と、
前記信号線と前記走査線との交点にマトリクス状に配置
された複数の画素電極と、前記画素電極に対応して形成
されており、前記走査線からの走査信号に基づいて前記
画素電極と前記信号線とのスイッチングを行う複数のス
イッチング素子と、前記走査線に前記走査信号を印加す
ることによって前記走査線に対応する前記画素電極に対
応して形成されている前記スイッチング素子のスイッチ
ング動作を制御するゲートドライバと、前記信号線に画
素信号を印加し、前記画素信号の出力をオンオフするこ
とが可能なソースドライバとを備えた液晶表示装置を制
御する液晶表示装置制御方法であって、周囲温度を検出
するステップと、検出された前記周囲温度に基づいて前
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記ソースドライバが前記画素信号を印加する時間を制御
するステップと、前記ソースドライバが、前記制御に従
って、前記画素信号の出力をオンオフさせるステップと
を備えた液晶表示装置制御方法である。
【００２５】また、第６の本発明（請求項６に対応）
は、通信を行う通信手段と、前記通信の内容及び／また
は前記通信を行うための操作画面を表示する表示手段と
を備え、前記表示手段に第１の本発明に記載の液晶表示
装置が用いられている携帯端末である。
【００２６】また、第７の本発明（請求項７に対応）
は、第１の本発明に記載の液晶表示装置の、周囲温度を
検出する温度検出手段と、検出された前記周囲温度に基
づいて前記ソースドライバが前記画素信号を印加する時
間を制御する制御手段との全部または一部としてコンピ
ュータを機能させるためのプログラムである。
【００２７】
【発明の実施の形態】以下に、本発明の実施を図面を参
照して説明する。
【００２８】図１は、本発明の実施の形態の液晶表示装
置の構成図である。
【００２９】液晶パネル１０１はアクティブマトリック
ス型の液晶パネルであり、ｐ×ｑ個の画素電極１１０、
ｐ本の走査信号線１１１（行方向信号線）、ｑ本のデー
タ信号線１１２（列方向信号線）、ｐ×ｑ個のスイッチ
ング素子１１３、共通の対向電極１１４を有し、液晶セ
ルの電荷蓄積効果を用いて、マトリクス位置に配置され
たｐ×ｑの液晶セルの光学特性を独立に制御する。
【００３０】画素電極１１０は行方向と列方向のマトリ
ックス状に配置された電極であり、スイッチング素子１
１３がＴＦＴの場合はドレイン電極（制御出力端）に接
続されている。走査信号線１１１は同一行方向の画素を
選択する走査信号線であり、ＴＦＴのゲート電極（第１
の制御入力端）に接続され、液晶パネルの列方向に沿っ
てｐ本設けられている。データ信号線１１２は同一列方
向の画素（液晶セル）に表示データに応じた印加電圧を
伝達するデータ信号線であり、ＴＦＴのソース電極（第
２の制御入力端）に接続され、液晶パネルの行方向に沿
ってｑ本設けられている。スイッチング素子１１３は走
査信号によりデータ信号線のデータを画素に伝えるアク
ティブ素子で、ここではＴＦＴで構成される。対向電極
１１４は画素電極１１０を介して液晶セルを挟持し、電
圧を供給するための電極である。対向電極１１４は液晶
セルを挿んで画素電極１１０と対向する位置の基板面に
共通に形成されている。
【００３１】ゲートドライバ１０２は液晶パネル１０１
内のｐ本の走査信号線１１１に走査信号を順次に印加す
る行方向駆動回路である。ソースドライバ１０３は液晶
パネル１０１内のデータ信号線１１２に表示データに応
じた印加電圧を画素信号として供給する列方向駆動回路
である。映像信号処理回路１０４は外部から映像信号を
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7
入力し、ソースドライバ１０３に対して表示データ１２
４を出力する。制御信号発生回路１０５は、ゲートドラ
イバ１０２に対しスタート信号、及び動作クロック信号
を含むゲート駆動制御信号１２０を出力する。また、制
御信号発生回路１０５は、ソースドライバ１０３に対し
スタート信号、動作クロック、及びロード信号を含むソ
ース駆動制御信号１２１を出力する。さらに、制御信号
発生回路１０５は、映像信号処理回路１０５に対し映像
回路制御信号１２３を出力する。
【００３２】ゲートドライバ１０２およびソースドライ
バ１０３は、それぞれ従来例のゲートドライバ２および
ソースドライバ３と同様の回路で構成され、同様に動作
する。
【００３３】ゲート制御信号１２０はゲートドライバ１
０２の動作を制御する。ソース駆動制御信号１２１はソ
ースドライバ１０３の動作を制御する。ソース出力停止
信号１２２は、ソースドライバ１０３内のＤＡ変換回路
３２の動作を停止させ、データ線１１２への印加出力を
停止する。映像回路制御信号は１２３は映像信号処理回
路１０４を制御する。
【００３４】周囲温度検出回路１０６は液晶パネル１０
１の周囲温度を検出して温度情報１２５を制御信号発生
回路１２３に出力する。制御信号発生回路１０５は、温
度情報１２５を基にソース出力停止信号１２２をソース
ドライバ１０３に出力する。
【００３５】このとき、あらかじめ、基準温度における
ソース出力停止信号１２２の有効時間を決めておく。周
囲温度検出回路１０６で検出される温度が基準温度より
も低いときには、制御信号発生回路１０５は、ソースド
ライバ１０３からのデータ線１１２への印加出力時間が
長くなるように、ソース出力停止信号１２２の有効期間
を短くする。逆に、周囲温度検出回路１０６で検出され
る温度が基準温度よりも高いときには、制御信号発生回
路１０５は、ソースドライバ１０３からのデータ線１１
２への印加出力時間が短くなるように、ソース出力停止
信号１２２の有効期間を長くする。
【００３６】このように制御信号発生回路１０５は、周
囲温度検出回路１０６で検出される温度が基準温度より
も高いときには、ソースドライバ１０３からのデータ線
１１２への印加出力時間が短くなるように制御するの
で、液晶表示装置の消費電力を少なくすることが出来
る。
【００３７】このような構成をとることにより、液晶パ
ネル１０１の周囲温度を検出して、ソースドライバ１０
３からのデータ線１１２への印加出力を停止する時間を
可変させ、液晶表示装置の動作環境に応じて、必要最小
限の消費電力で駆動することが可能となる。
【００３８】なお、制御信号発生回路１０５が温度情報
１２５を基に、ソース出力停止信号１２２の有効時間を
決める方法は、温度情報１２５を用いた線形計算で決め

8
ても良いし、温度情報に関するテーブルを持たせ、テー
ブルを用いた変換で決めても良い。線形計算で決める場
合には、温度情報１２５が示す温度が高いほどソース出
力停止信号１２２の有効時間を長くすればよい。また、
テーブルを用いた変換で決める場合には、温度情報１２
５が示す温度が高いほど段階的にソース出力停止信号１
２２の有効時間を長くするようにすればよい。要する
に、制御信号発生回路１０５は、温度情報１２５が示す
温度が高いほどソース出力停止信号１２２の有効時間を
長くしさえすればよい。
【００３９】さらに、ソースドライバ１０３の内部構成
として、ＤＡ変換回路の後段に出力アンプを設ける構成
も取れる。
【００４０】さらに、、温度情報１２５をソースドライ
バ１０３に直接入力し、制御信号発生回路１０５の出力
するソース出力停止信号１２２を温度情報１２５で補正
して、データ線印加出力を可変する構成も取れる。
【００４１】さらに、本実施の形態の周囲温度検出回路
１０６は本発明の温度検出手段の例であり、本実施の形
態の制御信号発生回路１０５は本発明の制御手段の例で
あり、本実施の形態の温度情報１２５をソースドライバ
１０３に直接入力する液晶表示装置の場合、このソース
ドライバが本発明の制御手段の例であり、本実施の形態
のデータ信号線１１２は本発明の信号線の例であり、本
実施の形態の走査信号線１１１は本発明の走査線の例で
ある。
【００４２】さらに、通信を行う通信手段と、前記通信
の内容及び／または前記通信を行うための操作画面を表
示する表示手段とを備え、前記表示手段に上記本発明の
液晶表示装置が用いられている携帯端末も本発明に属す
る。
【００４３】さらに、本発明は、上述した本発明の液晶
表示装置のの全部または一部の手段（または、装置、素
子、回路、部等）の機能をコンピュータにより実行させ
るためのプログラムであって、コンピュータと協働して
動作するプログラムである。
【００４４】なお、本発明の一部の手段（または、装
置、素子、回路、部等）とは、それらの複数の手段の内
の、幾つかの手段を意味し、あるいは、一つの手段の内
の、一部の機能を意味するものである。
【００４５】また、本発明のプログラムを記録した、コ
ンピュータに読みとり可能な記録媒体も本発明に含まれ
る。
【００４６】また、本発明のプログラムの一利用形態
は、コンピュータにより読み取り可能な記録媒体に記録
され、コンピュータと協働して動作する態様であっても
良い。
【００４７】また、本発明のプログラムの一利用形態
は、伝送媒体中を伝送し、コンピュータにより読みとら
れ、コンピュータと協働して動作する態様であっても良
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い。
【００４８】また、記録媒体としては、ＲＯＭ等が含ま
れ、伝送媒体としては、インターネット等の伝送媒体、
光・電波・音波等が含まれる。
【００４９】また、上述した本発明のコンピュータは、
ＣＰＵ等の純然たるハードウエアーに限らず、ファーム
ウェアーや、ＯＳ、更に周辺機器を含むものであっても
良い。
【００５０】なお、以上説明した様に、本発明の構成
は、ソフトウェア的に実現しても良いし、ハードウェア
的に実現しても良い。
【００５１】
【発明の効果】以上説明したところから明らかなよう
に、本発明は、液晶パネルの周囲温度に応じて消費電力
を削減できる液晶表示装置、液晶表示装置制御方法、携
帯端末、及びプログラムを提供することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例の形態による液晶表示装置の
全体構成図。
【図２】従来例の液晶表示装置の全体構成図。
【図３】従来例の液晶表示装置に用いられるゲートドラ
イバの回路構成図。
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【図４】従来例の液晶表示装置に用いられるソースドラ
イバの回路構成図。
【図５】従来例の液晶表示装置の動作タイミング図。
【符号の説明】
１０１  液晶パネル
１０２  ゲートドライバ
１０３  ソースドライバ
１０４  映像信号処理回路
１０５  制御信号発生回路
１０６  周囲温度検出回路
１１０  画素電極
１１１  走査信号線
１１２  データ信号線
１１３  スイッチング素子
１１４  対向電極
１２０  ゲート駆動制御信号
１２１  ソース駆動制御信号
１２２  ソース出力停止信号
１２３  映像回路制御信号
１２４  表示データ
１２５  温度情報

【図３】
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